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目的ごとの目的ごとの33種のモデル種のモデル目目 種 デ種 デ

1 長期（300年）にわたる地球環境の変化1. 長期（300年）にわたる地球環境の変化
温暖化に伴う植生の変化
気候変化（気温、海流、etcの変化）によるCO2循環の変化

地球システム統合モデル地球システム統合モデル

2．近未来（30年）の気候変化予報
等年々の気候変動エルニーニョ等年々の気候変動

10年スケールでの変化（海面下数100mが影響）
大気・海洋結合気候モデル

3．近未来（30年後）や21世紀末における
極端現象（台風、集中豪雨etc）の変化の予測極端現象（台風、集中豪雨 ） 変化 予測
近未来、21世紀末における海面温度、CO2濃度の下で数値予報
を行う

数値予報モデル数値予報モデル
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１６課題１６課題 チーム構成図チーム構成図

長期環境
変化予測

全球植生
動態モデル

全球雲解像
NICAM

不確定性定量化

変化予測SEIB-DGVM

領域雲解像全球沿岸
災害

主要穀物
への影響 CReSS

海洋物理過程

災害 への影響

全球水災害

流域圏災害
変動（日本）

領域モデル
本 台

全球水災害
リスク 特定脆弱域

洪水リスク

日本の夏・台風

近未来気候
変動予測

海洋モデル
高度化

極端現象
変化予測
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不確定性定量化

不確定性定量化



IPCCIPCC AR5AR5に向けた論文とりまとめのスケジュールに向けた論文とりまとめのスケジュール

2011年春  2012年7月31日まで論文投稿 2012年7月31日まで論文投稿
この間各雑誌におけるレビュー

 2013年3月15日まで論文受理
2013年後半WG I報告書刊行→ 2013年後半WG I報告書刊行
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IPCC IPCC 第第55次報告書（次報告書（AR5)AR5)でのでの気候変化気候変化第第 報報 気候変気候変
予測のベースとなる排出シナリオの問予測のベースとなる排出シナリオの問

題点と独自シナリオにもとづく予測題点と独自シナリオにもとづく予測題点と独自シナリオにもとづく予測題点と独自シナリオにもとづく予測

革新プログラム募集要項（2007年1月）

21世紀中及びそれを超える将来の温暖化

予測実験① ③の基礎となる温室効果ガ予測実験①～③の基礎となる温室効果ガ
スの濃度あるいは排出シナリオに関しては、
国際的な動向をも勘案してプログラム統括
と各課題責任者が検討する
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と各課題責任者が検討する



第三次・第四次報告における第三次・第四次報告におけるCOCO22排出と濃度シナリオ排出と濃度シナリオ
(SRES(SRESシナリオシナリオ))

CO2濃度
(SRES(SRESシナリオシナリオ))

簡易モデル（炭素循環含む）
で排出量から濃度を算定

CO2排出量（10億tC/年）

で排出量から濃度を算定

2
Bernモデル

CO2濃度
2000 2020 2040 2080 21002060

ISAMモデル

2000 2020 2040 2080 21002060

社会・経済や技術について多
様な背景をもとに作られた排
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様な背景をもとに作られた排
出シナリオ



IPCCIPCC第４次報告（第４次報告（AR4)AR4) ２００７年２００７年
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AR5AR5でのでの気候変動気候変動予測のための予測のためのRCPRCPシナリオ（シナリオ（21002100年まで）年まで）

太線で示す太線で示す44段階段階 （排出削減策も考慮してある）（排出削減策も考慮してある）

放射強制力CO2排出量

太線で示す太線で示す44段階段階 （排出削減策も考慮してある）（排出削減策も考慮してある）
等価CO2濃度

（ppm）

1376

pp

RCP 8.5

860

650
RCP 6.0

450RCP 4.5

RCP 2.6RCP 2.6

8排出量マイナスや奇妙な変化が多い！排出量マイナスや奇妙な変化が多い！



RCPシナリオ 2100年以降への延長
GHGW/m2
濃度
（ppm
CO2eq)

W/m

1380

860860

650

450
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通常の「安定化」概念通常の「安定化」概念 ＩＰＣＣ ＴＡＲ 統合報告書

平衡に到達するまでの時間

安定化後長期にわたる海水位上昇
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気候変動科学の観点から異なる「将来気候」の可能性さぐる気候変動科学の観点から異なる「将来気候」の可能性さぐる

 CO2ゼロ・エミッションは100年（以上）先には達成可とする
現在提示されているRCPシナリオ（2100年以後濃度一

定） は 安定化段階 排出量は ネ ギ 需要定）では、安定化段階での排出量はエネルギー需要
（ベースライン）の10％未満しか化石燃料によっていない。
90％以上をエネルギー転換 → 100％も可能だろう90％以上をエネルギ 転換 → 100％も可能だろう

 CO2排出量が自然吸収（海洋、生態系による）より小なら
濃度は減少、温度も降下

 「危険 とされる温度上昇（2℃）は安定化を前提に1000年 「危険」とされる温度上昇（2℃）は安定化を前提に1000年
以上も続くと考えている。（氷床融解による海面上昇）
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（高）濃度（高）濃度安定化安定化 vsvs ゼロ・エミッション安定化ゼロ・エミッション安定化
（ 実線） （ 破線）

3℃
CO2
ppm

△T  濃度一定の前提
→ 遠い未来の温度のため当面の排出小

 ０エミッション（2150年頃）達成可なら

（ 実線） （ 破線）
CO2排出

GtC

500

3℃ ppm  ０エミッション（2150年頃）達成可なら
→ 当面の排出大、数100年後温度下がる

2℃

‐20

400

1℃
‐10

300300

2000年 2100年 2200年 2300年
0℃

0
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21602160年で排出ゼロとすると年で排出ゼロとすると22℃℃以下で以下でRCP2.6RCP2.6より排出量大より排出量大
21世紀中総排出量520GtC › 430GtC（RCP2 6）21世紀中総排出量520GtC › 430GtC（RCP2.6）

CO2排出量 CO2濃度

RCP2.6

ゼロ・エミッション
Z520

全GHG濃度（CO2相当） 全球平均温度上昇
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COCO22のみののみのZ650 (Z650 (上上) ) とと ２２℃℃（（450450ｐｐｍ）安定化ｐｐｍ）安定化 (E450(E450、、下下)) とのとの
長期間長期間(1000(1000年年))にわたる特色の比較にわたる特色の比較長期間長期間(( 年年)) わ 特 較わ 特 較
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独自シナリオ独自シナリオZ650Z650（（2121世紀中総排出量世紀中総排出量650GtC)650GtC)
の提案（松野 丸山 筒井）の提案（松野 丸山 筒井）の提案（松野、丸山、筒井）の提案（松野、丸山、筒井）

来世紀中葉にゼロ・エミッション達成すれば、その後CO2濃度・温度下降
→ 限られた期間なら温度上昇2℃以上も許容

（グリンランド氷床融解による水位上昇）
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（グリンランド氷床融解による水位上昇）



CO2排出量 CO2濃度

全GHG濃度（CO2相当） 全球平均温度上昇全GHG濃度（CO2相当） 全球平均温度上昇
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Z650Z650 排出パスの場合の先進国・途上国への排出パスの場合の先進国・途上国への
配分例配分例
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IPCCへの貢献を目指す国際共同研究IPCCへの貢献を目指す国際共同研究
グループによって推奨された排出シナリ
オ（安定化目標）のみでなく、気候科学
の観点から 別の可能性を示して将来の観点から、別の可能性を示して将来
気候の選択の幅を広げる
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